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はじめに
　ゴルバチョフ政権「加速化戦略」は重点的な
機械工業投資資金をどこから調達するのかとい
う問題に不明確なままで，強引な投資拡大を進
め，客観的な諸条件が保障されない「キャンペー
ン的」な色彩を色濃くもっていた。　しかも，そ
の政策策定方法は強引・性急であり押し付けで
あるが，結果的に官僚統制的惰性を変えられな
かった。他方，財政赤字を生み出す大きな要因
を作っていった。
この間，12次計画とは逆に技術革新・研究開
発は後退し，科学者は協同組合に流出した。石
油等の世界市場価格低下，国内的なチェルノブ
イリ事故，アルメニア地震，経済政策の誤り，
移行期の避けられない諸結果，意図的経済サボ
タージュも相まって経済危機は深化した。 89－
90年にかけて国民所得低下，資本生産性低下，
物的集約度上昇，労働生産性低下が見られた。
農産物主産地における労働力不足は深刻化し，
都市居住者の協力は解体し，耕作・収穫は悪化
へと向かった。
　対外収支悪化と借款増大，貯蓄の減少と輸入
減少が進んだ。生活水準の低下は炭坑スト等を
引き起こしさらに経済に打撃をあたえた。経済
はカタストロフィヘ進んだ（①-pp.78-80）。
　87年から並行するような政策として開始され
た「ペレストロイカ」は一転して需要的側面か
ら改革を進め，ポピュリスト的側面を強くもっ
た。分権化も中途半端であり結果的に事態を悪
化させた。 87年国営企業法は「ヽノフトな予算制
約」を残したまま（賃金補助金,固定価格）企
業の独占的存続を許しインフレ（需要,コスト・
プッシュ）を高進させた。ハーニンは「ペレス
トロイカ期の経済政策は誤りの連鎖から成って
おり，ソヴィエト経済史においてさえ，このよう
な多くの誤りに匹敵するものを見つけるのは困
難である」とさえ言っている（①-p.81)。
　この間, 89-90年には議会選挙，炭坑労働者ス
ト，省再編の模索，党の経済活動からの撤退，
資材供給システムの機能不全化，バーター的取
引が進み，行政的統制システムの崩壊が進んだ。
１。ゴルバチョフ政権の連邦予算
　表１はこの期の国家予算の推移である。歳入
について見ると, (1)歳入総額は85年以降あまり
増加はなく90年度に増大する, (2)取引税は比較
的安定的に増加し企業等の利潤税を上回る収入
となっている，（3）利潤税は87年以降減少し, 89,
90年度には85年度を下回る, (4)歳入にしめる取
引税，利潤税の比率は89, 90年に大きく低下し
ている, (5)国債等の借款が増加する, (6)個人所
得税も増加, (7)貿易収入は85年以降減少を続け
90年度に若干持ち直している。
　表２に示されるように取引税は重工業，アル
コール税が中心であり，それらが傾向的に増加
し，逆に企業から国庫や省フォントに納付され
てきた分か転嫁していくはずであった「利潤税」
が低下傾向を示した点は，改革のもくろみと大
きく違っているといえよう。
　歳出について見ると，剛経済的支出（企業補
40
表１　ヽﾉ連邦政府J5算（
歳入
　内訳
　　収引税
　　企業・機関利潤税
(歳人中の収引税､利潤税％
　　協同糾合等の所得税
　　川内借款
　　住民税　　　　．●
　　社会保険歳入
　　外川貿易からの歳入
歳出
　内訳
　　国民経済
　　社会政策・文化・科学
　　　内訳
　　　　教育・科学
　　　　保健・訓練
　　　　社会保障
　　　　田家社会保障
　　外国貿易への融資
　　国防
　　行政・管理
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1990年度予算については≪ΦHHaHCbiCCCP (198叫990 ｒｒ)>,p.5o 1980年度予算については≪Hap
OaHOeXo3HflCTBO　ＣＣＣＰ≫1987年度版，ｐぶ9より。叩年度以降と統計分類項目が異なっている。
助金が多い)は85－ 7年度の期間は減少せず，
89, 90年に減少している, (2)社会政策，文化・
科学分野の支出は89年に減少するがほぼ横ばい
といえる，社会保険は増加する, (3)国防は周知
のように表示方式が89年から変更されるが，90
年度も大きな縮小はない, (4)歳入不足は88年度
まで急増している。
表２　取引税収入(1989年）
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　全体的にこの期:の歳入不足や国内借款の急増，
利潤税収入等の停滞が顕著である。
　ハーニソやエルマンはこの期の財政政策を厳
しく批判している。赤字増大要因として反アル
コール（牛ノヤツペーンによ1る取引税中の酒税急
減，外図貿易収入減少:(石油価格低下卜をあげ，
反面，企業補助に食品補助金，社会的支出で財
政削減策往なく車事支出・海外援助も継続され，
更に支出を増額する計画が国会を通過レイン
フレを高進)各社，消費市場を荒廃させレ労働意
欲を低下ﾉさ＼廿だ。消費財生産の低下の反面，国
民貨幣所得増を促進しイツフレを高進させたと
いう(①二pp.81-2,③ｱp.T14)。
　87年企業法に牡ける国家予算と企業どの関係
の改訂ぱ子＼ンプレを加速し，金融不均衡をもた
らした。企業自す外山]1この結果，賃金増，価格
低目ﾁﾞ，産廿S減が生じ，国家に納付される利潤
ゴルバチ自フ政権基の国家予算（保坂）
比率が低下した。表３に見られるように88年以
降，国家予算納付比率は下がり企業留保分か増
大しているが，その内で経済刺激フォントが大
きな比率を占めるようになってきた。賃金上昇
率は86年2.9%, 87年3.7%, 88年8%, 89年9.4
％に90年12.3%で，他方i　国家小売価格は91年
まで固定され七おり，賃金増はダストを上昇さ
せ消費財市場緊張をもたらした（③-p.115)。゜
　89年には国有セクターの賃金増9.4%だけでな
く，総貨幣所得増13.1% (コルホーズ所得増10.
5％,私的菜園所得増9.2％），90年には農産物国
家買い入れ値上げ分30％増等がある。
　86－90年の総貨幣所得増のうち12％は年金増，
社会保障・奨学金増（コルホーズの最低年金額
は月額28から70ルーブリ，国家被雇用者は50か
ら70ルーブリヘ増額さ/れた（③-p.116.)。
　90年には産出低下と所得増のカイリが拡大し
た（ＧＮＰは2％低下七個人所得は↓6.9%増加）。
しかしこれらの所得増加はインフレ率に追いつ
いてはいない。　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　他方，予算赤字を考える場合，軍事，農業，
建設部門が重要な問題である。
　軍事予算は表示上，89年に773億ルーブリに
急増（ＧＮＰの8.4%,国民所得の12％）するが，
この数字でさえ低く（ゴルバチョフは80年代半
ばにＧＮＰの18％という），専門家は90年で年200
0億ルーブ｀ﾘ（ＧＮＰの20％）と推計，金融不均衡
の要因の一つである。農産物買い上げ補助金も
巨額であるが，（格差付け買い上げ価格〒高コ
スト地域に高価格,低コスト地域に低価格のた
め）低コスト農場は産出増意欲をもてていない。
補助金も同様な欠陥を持つ。効率と公正の観点
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からみると浪費的であり，国家予算の膨大な負
担yとなっている。87-90年に農工複合体への年
間予算支出はＧＮＰの12％であるが多くは小売
価格補助，追加的買い上げ補助になっている。
建設部門ではこの間,ト巨額な未完成建設増加に
見舞われている(③-p.118)。　　　　　上　＼
　90年末までに消費財市場は崩壊し，基礎財の
不足が拡大し地方で配給が一般的になる。食料
不足・生活水準低下は政治不満を高めていく。
固定取引価格と自由市場価格のカイリが拡大七
(85年の163%が89年の194%へ，90年にざらに
急拡大)，90年にはウクライナでは消費財の総
合的配給が進行する。広範な｡買い貯め,ﾚ倉庫化
か進み事態をさらに悪化させる。ルーブルの実
質価値は低下七生産的セ=クターを分解させ，経
済のドル化か進むノ　　十
　80年代末の配給から卸売への制度改革は失敗
し，ますますバーター取引化するてある:いは外
貨決済)。鋭い物不足，ルーブル価値下落・機
能喪失は改革の巨大な障害になる(③-p.119)。
　党は88年に赤字削減を重要課題にしん89年に
総合的安定化政策を導入するが，いくつかは部
分的に実現され(例えば，生産手段を協同組合
等に売る計画は2.3%遂行,丿賃金増罰税導入)，い
くつかは政治的に受け入れられず完全に放棄さ
れる(価格値上げが90年,/政府から最高会議へ
提出され否決される。また最高ソヴィ土トは利
潤税率アップに反対)。
意思決定機関がますます様々な利害集団の分
裂・対立状態になり，これまでの意思決定方式
の弱点が致命的になり，社会の分裂が拡大する6
　銀行制度の欠如も金融均衡を回復できなかっ
表３　企業等の利潤分配（％，消費協同組合を除く）
19 8 0　19 8 5　19 8 6　19 8 7　19 8 8　19 8 9　19 9 0
総利潤
　国家予算
　上級機関控除
　他の利用
　企業等の留保
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表４　歳入の配分比率（％，1り89年）
総収入‥
　税収し=　し
　所得税､コ移転
　利潤税、移転
　　国営企業
　ト協同組合
　個人所得税＼
　取jり引き税
　社会保障納付
　海外活動二
非税収∧
金融収入ト
　富クジローン
共和国余剰＼
政府間移転（賤ﾙｰﾌﾞ11）
　連邦からの移転
　肉ﾚ･ミルク補助金
　＜共和国補助金＼
十その他〉　＼ト
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)ト.予算の分
年ﾚ4ﾌﾟ甘の法制定め
の決定,し連邦
ゴルバチョフ政権基の国家予算（保坂）
和国は税，価格，補助政策を遂行でき，また投
資，所有，利潤配分の権限を持つ。
　90年10月の大統領ガイドラ不ンで，長期予測，
関税法，共通機能遂行，政府債務解決が連邦に
残り，連邦税，連邦直接コントロール下の収入
でファイナンスが認められた。犬共和国は地域の
発展を推進し，経済政策，税システムを決定し，
価格・所得・社会政策遂行を期待された。連邦
税率・税科目は共和国との合意のもとに決定す
る。
しかし，事態はさらに深刻化七，91年度予算
はそれぞれ別個に行い従来の区分問題と事後調
整する形になる。幾つかの共和国は独自の税改
革計画に乗り出し，税収増を図る。ト
　従来の配分は通用せず，90年には表６に見ら
れるように，幾つかの共和国・地方政府は取り
引き税・所得税歳入のより高い比率分を保留す
るに歳入不足は深刻になり連邦政府は安定化基
金創設に着手する。（⑧-p.7,しかし安定化基金
収入は予定の488億ルーブルにたいし実収入が3
　表61　共和国の予算配分比率(199 0)
43
0億に留まり支出困難が生まれる)。ダ
　表７を見ると歳入歳出とも連邦政府予算は危
機に陥り，計画が執行できていないけまた歳入
不足が大きくなうている。こ赤字610億ルーブリ
の中，共和国不執行が300億以上辞しめるとい
われる(⑨す7)。さらに石油･ガス輸出税率が
低下，世界価格低下･のため輸出税徴収不足は60
億ルーブリ｡となる。
執行過程の中で歳入基盤の縮小や支出増φ要
因がでてﾆきた。し売上税不足180億，石油・ガス
産業安定化のための支出150億，また規定以上
の企業利潤税控除も起こり，これらで約460億
リニブリの欠損になる。その他，石炭工業賃上
げ用支出が20億リーブリを越えている○ ･｡
90年，ロシアでは連邦予算も共和国予算に含
人されるように法採択され，ウクライナレグル
ジア，アゼルバイジキン，バルト三国は自主的
税制度創設を決定する√連邦と共和国対立のも
とで91年予算作成は不可能であった。ごとりあえ
ず社会・経済安定のための合意形成，それにも
　総歳入
(10億ルーブリ)％
'取り引き税　総歳入中
　配分比率　　比　率
企業税　　総歳人中
配分比率　　比　率
　(1990)
企業税　総歳入中
配分比率　比　率
　(1990)
連邦補助金
　総歳入中
　　比率
　その他
総歳人中
　比　率
1989　1990 1989　1990
全共和国
ロ　シ　ア
ウクライナ
ベラルーシ
エストニア
ラトビア
リトアニア
モルドバ
グルジア
アルメニア
アゼルバイジヤン
カ　ザ　フ
トルクメン
ウズベク
タ　ジ　ク
キルギス
248.7　　100.0
137.5　　55.3
　39.5　　15.9
　n.8　　　4.7
　1.9　　　0.8
　3.2　　　1.3
　4.3　　　1.7
　3.4　　　1.4
　4.4　　　1.8
　3.5　　　1.4
　4.4　　　1.8
　15.2　　　6.1
　2.3　　　0.9
　n.6　　　4.7
　2.7　　　1.1
　3.0　　　1.2
74　　82　　37.5
71　　84　　37.5
61　　68　　31.3
86　　71　　47.5
84　　76　　47.4
58　　57　　43.8
78　　94　　41.9
69　　87　　44.1
100　　100　　48.7
100　　77　　57.1
　81　　75　　47.7
100　　100　　30.3
100　　100　　34.8
100　　100　　34.5
100　　100　　40.7
100　　100　　40.0
51　　57　　8.2
50　　50　　9.2
50　　50　　7.8
50　　50　　5.5
84　　100　　11.6
58　　100　　7.5
78　　50　　10.0
50　　50　　5.6
50　　100　　6.4
50　　50　　5.1
50　　50　　4.8
50　　100　　7.2
50　　100　　5.2
50　　100　　5.2
50　　100　　4.8
50　　100　　5.0
14　　　6.6
12　　　7.6
12　　　5.8
20　　　5.9
84　　11.0
58　　15.6
78　　　9.3
20　　　4.1
20　　　4.5
20　　　5.1
20　　　4.5
20　　　3.3
20　　　2.2
20　　　3.4
20　　　2.6
20　　　3.4
　3.5
　－
　－
　－
　－
　－
　－
　－
　－
　2.9
　－
25.0
30.9
26.7
15.2
18.3
44.2
45.5
55.1
4□
30.0
33.1
38.8
46.2
41.4
29.8
43.0
34.2
26.9
30.2
36.7
33.3
出典:④-P.279
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最高ソヴィェド承認予算執行額 ％
歳入
　利潤税
　売上税
　賃貸料
　外交貿易
　共和国予算からの
　連邦計画への移転
　その他｀
計治安
　４ 0.4 6
　３ 6. 0 0
　１ 6. 5 0
　８ 6.3 4
　4 1.65
　2 9. 2 1
2 5 0. 16
7.54
3.83
　　一
昭.48
　且.3
15.22
51.37
18.6
10.6
　－
15.6
27.1
52j
20.5
歳出
　経済
　社会・文化，科学
　外国貿易
　軍事
　チェルノブ川・アラル等
　国家管理
　治安
　債務支払い
　予備資金
　その他
　計
　４ 5. 7 4
　3 4. 12
　２ 6.7 3
　９ 6. 5 6
　１ 1. 2 8
　　　≒　９
　11.03
　１ 1. 8 1
　　３．００
　3 4. 65
2 7 6. 8 2
　25.11
　15.09
　6.22
　44.63
　3.85
　0.84
　4､74
　5.29
　0.21
　6.43
112.41
54.9
44.2
23.3
46.2
34ユ
44.2
43､0
44.8
　7.0
18､5
40.6
不　足　額 ２６．６６ 61.04
出典:⑨-p.7
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表８　共和国予算(1985年－91年）
45
けｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞﾔﾝ」　1985　1986　1987　1988　1989　1990　1991
総歳入　　　3ユ00 3,160 3,453 3,716 4,130 4,867 7,199
　補助金　　　　…　　…　　…　　…　225　　●‥
　耕作錫の肢　　234　283　376　273　225　755　　0
　歳入　　　　2,865 2,877 3,077 3,443 3,680 4,112 7,199
総支出､移転　3,008 3,161 3,337 3,591 3,861 4,693 8,375
　耕作への肢　　　39　　61　127　212　　90　138　　0
総支出　　　2,969 3,100 3,210 3,379 3,772 4,555 8,375
剰余／不足　　　92　　0　116　125　269　174 -1,176
「キルギス」　1985　1986　1987　1988　1989　1990　1991
　　　　　　　　　2,380 2,600 2,890 3,210 5,430
　　　　　　　　　　390　620　540　910　1,930
　　　　　　　　　1,990 1,980 2,350 2,300 3,500
　　　　　　　　　2,230 2,510 2,730 3,180 4,730
　　　　　　　　　　520　590　710　760 1,280
　　　　　　　　　1,710 1,920 2,020 2,420 3,450
　　　　　　　　　　150　　90　160　　30　700
「カザフ」
総歳入　　　11,825 11,955 12,783 14,098 15,963 18,352 26,070
補助金　　　　　　‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥
群稽蝸の賎　1,350 1,868 2,483 3,732 4,601 6,053 6,033
歳入　　　　10,475 10,087 10,300 10,366 11,362 12,299 20,037
総支出､移転　11,512 11,765 12,498 13,499 16,377 17,055 32,758
蘇穆への肢　　　122　136　625　515　479　995　1,842
総支出　　　11,390 11,629 11,873 12,984 14,898 16,060 30,916
剰余／不足　　313　190　285　599　586　1,297 -6,688
「タジク」
　　　　　　　　　　1,805 1,968 2,224 2,351 2,673　　…5,457
　　　　　　　　　　　　‥●　　…　244　420　321　　●●●　　0
　　　　　　　　　　　164　442　234　　53　219　　…　2543
　　　　　　　　　　1,642 1,526 1,746 1,879 2,132　　…2,914
　　　　　　　　　　1,727 1,925 2,111 2,211 2,562　　･･･ 5,020
　　　　　　　　　　　　14　　50　　95　　52　　70　　●‥　　0
　　　　　　　　　　1,713 1,875 2,016 2,159 2,492　　･･･ 5,020
　　　　　　　　　　　　79　　42　113　140　U1　　●●●　437
「トルクメ刈
総歳入　　　1,630 1,786 1,845 2,154 2,303 3,236 6,489
　補助金　　　　169　213　230　345　433　　0　　0
　蔀稽からの肢　　94　164　192　259　218　728 1,409
　歳入　　　　1,367 1,409 1,423 1,551 1,652 2,508 5,080
総支出､移転　1,542 1,703 1,767 2,053 2,221 3,114 5,897
　連計算への肢　　　21　　41　139　　61　　60　　0　　0
総支出　　　1,521　1,662 1,628 1,992 2,161　3,114 5,897
剰余／不足　　　88　　83　　78　102　　82　122　592
「ウズベク」
　　　　　　　　　9,100 9,700 10,800 14,600 28,000
　　　　　　　　　1,900 2,300 2,900 6,300 12,000
　　　　　　　　　7,200 7,400 7,900 8,300 16,000
　　　　　　　　　9,200 10,100 11,000 14,900 31,100
　　　　　　　　　9,200 10,100 11,000 14,900 31,100
　　　　　　　　　-100　400　-200　-300 -3,100
｢エストニア｣
総歳入　　　2,210 2,378 2,280 2,297 2,541 2,848 6,622
　補助金　　　　　　　…　　…　　…　　…　　…
　前作からの涯　401　456　427　413　454　259　　0
　歳入　　　　1,808 1,922 1,853 1,884 2,087 2,589 6,622
総支出､移転　1,888 1,970 2,003 2,212 2,357 2,617 5,807
　前作への賎　　192　198　196　216　214　　0　　0
総支出　　　1,696 1,772 1,806 1,997 2,143 2,617 5,807
剰余／不足　　322　408　277　　84　184　231　815
「ラトビア」
　　　　　　4,657 4,844 4,950 5,388 5,659 5,490 10,444
　　　　　　567　599　452　595　544　540　　0
　　　　　　4,091 4,244 4,498 4,793 5,115 4,950 10,444
　　　　　　4,630 4,806 4,917 5,333 5,573 5,242 8,566
　　　　　　1,412 1,462 1,555 1,635 1,624　　36　　0
　　　　　　3,218 3,344 3,362 3,699 3,949 5,205 8,566
　　　　　　　28　　38　　33　　54　　87　248　1,877
「リトアニア」
総歳入　　　4,776 5ﾕ53 5,011 5,490 6,160 5,970 16,188
補助金
群傾斜の涯　　96　263　109　202　90　292　　0
歳入　　　　4,679 4,890 4,902 5,288 6,070 5,679 16,181
総支出､移転　4,771 5,131 5,393 5,809 6,597 6,345 15,021
群傾への賎　　667　780　630　720 1,025　805　0
総支出　　　4,104 4,351 4,763 5,089 5,572 5,540 15,021
剰余／不足　　　5　　22　-382　-320　-437　-374　1,167
「アルメニア」　　　　　　　…　　　　
4,947 4,141 4,564
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●仙●-●●　●●●●●● ●●●●●●
　　　　　　　　　　･･････　･･････　　　　　　2,285　618　781
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,662 3,523 3,783
　　　　　　　　　　　…　　　　‥‥‥　　　4,680 3,454 4,466
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,680 3,454 4,466
　　　　　　　　　　‥‥‥　　　　‥‥‥　‥‥‥　267　688　　98
「ｸ勺レジア」
総歳入　　　　　　　”　　　　　”　4,533 4,979　5,741
　補助金　　　　　　　　　　　　　　　　350　93土　　０
　連府算蝸の賎
　歳入　　　　　　　　　　　　　　　　4,183 4,048　5,741
総支出､移転　　　　　　　　　　　　　4,399 4,786　6,879
　蔀悸への託　　　　　　　　　　　　　　　71　179　　0
総支出　　　　　　　　　　　　　　　4,328 4,607　6,879
剰余／不足　　　　　　　　　　　　　　134　193 -1,138
｢モルドバ｣
　　　　　2,740 2,732 3,014 3,300 3,957 4,469 6,403
　　　　　　175　273　243　　99　221　423　　4
　　　　　2,565 2,460 2,771 3,201 3,737 4,046 6,399
　　　　　2,655 2,679 2,902 3,137 3,701 4,410 6,401
　　　　　　63　　42　　68　132　148　　21　　0
　　　　　2,592 2,637 2,834 3,005 3,553 4,389 6,401
　　　　　　85　　54　113　163　256　　59　　2
「ウクライナ」
総歳入　　　　　　　　　　　　　　　53,300 61,800 86,600
補助金
蘇預からの託　　　　　　　　　　　　　2,400　6,700　5,100
歳入　　　　　　　　　　　　　　　　50,900 56,100　81,500
総支出､移転　　　　　　　　　　　　　52,600 62,800 120,200
　蔀稽への肢　　　　　　　　　　10,600 11,000　7,200
総支出　　　　　　　　　　　　　　　42,000 51,800113,000
剰余／不足　　　　　　　　　　　　　　700よ000 -33,600
｢ベルラーシ｣
　　　　　　　　　　　　　　　　15,300 30,700
　　　　　　　　　　　　　　　　1,500　5,000
　　　　　　　　　　　　　　　　13,800 25,700
　　　　　　　　　　　　　　　　13,900 29,100
　　　　　　　　　　　　　　　　13,900 29,100
　　　　　　　　　　　　　　　　1,400　1,600
出典:⑥-pp. 25-443より作成
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I
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　定期頂金‥‥‥‥:　十∧
　　住民……………………………I
企業……………　　…………万
相互支払い通貨とその他
貨幣供給配置………………
連邦・共和国への信用上
　経済部門、∧住民への信用ヽ
　ﾀﾞし短期‥‥‥‥Ｉ………
　　長期〉　ニ　　＼………
　　　住民　＞　　………
　　十企業万……………:………
出典=レ⑤ダユ01………万　、万
注
1986ト
　593.2
　　74.8
222.2
146.5
75.5
……113.9
ト96.3
17.6
寸82じ3
593.2
140.6
　452.6
ト356.6
＼96ﾑ0
2.4
　93.6
１
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